








































































































問 1，設問 3，設問 5および複数選択の設問 7はその度数をそれぞれ表として示す。また








度数 パーセント 度数 パーセント
まったく役にたたない 4名 2.0 役に立つ 76 名 38.0
あまり役に立たない 11 名 5.5 とても役に立つ 49 名 24.5
なんとも言えない 61 名 30.5 合計 200 名 100.0
表 1　設問 1「モノポリーをやってみてどうでしたか？」の回答（N＝201）
度数 パーセント 度数 パーセント
良くなかった 1名 0.5 よかった 97 名 48.3
あまりよくなかった 3名 1.5 とてもよかった 70 名 34.8
なんとも言えない 30 名 15.0 合計 201 名 100.0
―22―





度数 パーセント 度数 パーセント
まったく役に立たなそう 4名 2.0 役に立ちそう 101 名 51.3
あまり役に立たない 8名 4.1 とても役に立ちそう 27 名 13.7













度数 ％ 度数 ％
投資の考え方 107 名 53.2 収益と費用の考え方 80 名 39.8
インフレ／デフレの概念 26 名 12.9 戦略を考えることの重要性 106 名 52.7
お金についての感覚 125 名 62.2 意思決定の難しさ 68 名 33.8
交渉の大切さ 164 名 81.6 貸借対照表の意味 15 名 7.5
逆境に立たされたときの心理 66 名 32.8 損益計算書の意味 28 名 13.9
資産についての考え方 88 名 43.8 体験を通じて学ぶことの面白さ 96 名 47.8
―24―













































① 所有者（前後） －.409 .854 .182 －2.247 .036
② 所有権（前後） －.318 .716 .153 －2.084 .050
③ 権利書（前後） －.591 .908 .194 －3.052 .006
④ 競売（前後） －.091 .921 .196 －.463 .648
⑤ 入札価格（前後） －.182 .958 .204 －.890 .383
⑥ 抵当（前後） －.227 1.066 .227 －1.000 .329
⑦ 公共会社（前後） －.227 .922 .197 －1.156 .261
⑧ 物品税（前後） －.636 .727 .155 －4.107 .001
⑨ 所得税（前後） －.727 1.032 .220 －3.306 .003
⑩ 資産の贈与（前後） .091 .921 .196 .463 .648
⑪ 初対面の人に自分から気軽に話しかけ
ることができる（前後）
－.318 .646 .138 －2.309 .031
⑫ 顔見知りの人に自分の頼みごとをする
のは苦手ではない（前後）
－.182 .795 .169 －1.073 .296
⑬ 顔見知りの人に自分の思いを伝えるの
は苦手ではない（前後）
.045 .844 .180 .253 .803
⑭ 顔見知りの人が集まっている中で自分
の主張を通すことは苦手ではない（前後）
－.409 .796 .170 －2.409 .025
⑮ 顔見知りの人からの頼みごとをNOと
言える（前後）
.136 .941 .201 .680 .504
―26―






















































































































































































































なぜ 500 ドルなの？なぜ 1000 ドルなの？と問いかけて，自分なりの根拠を考えて
もらうようにしています。すると，「一周まわってGOまでに戻るのに，途中で平



































































 （2018.9.20 受稿，2018.11.2 受理）
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千葉商大紀要　第 56 巻　第 2号（2018 年 11 月）
〔抄　録〕
　大学教育改革が叫ばれる近年において初年次教育の重要性はますます高まっている。商
学科，経済学科，経営学科の三学科を擁し，横断的な学びを推進する本学商経学部におい
ては，いわゆる「ビジネス用語」の定着や，協同活動能力を養成することも，初年次教育
の役割のひとつであるといえる。このような教育を効果的に行うために，世界的に有名な
ボードゲーム「モノポリー」を活用した初年次教育の教材を検討，開発することを目的と
し，調査や情報交換を行った。調査は，本学商経学部の初年次教育科目である「研究基礎」
を担当する教員数名に協力を依頼し，モノポリーによる教育の実践を行った上で，調査紙
調査によって得られたデータの統計分析を実施した。さらに自由記述について共起ネット
ワークによって示した上で考察した。また本研究における取り組みの一環として，2017
年度「研究基礎」を担当している教員間で情報交換を行うために作成したFacebook 上に
専用のグループで行われた様々な情報交換で本研究の目的や発展に即したものを掲載し
た。なお本研究は平成 29 年度千葉商科大学学術研究助成による成果の一部である。
―39―
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学生の興味・関心を高めることを目的とした初年次教育用教材の開発
